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三重県大麻取扱者指導要領の改正について



2※厚生労働省HP掲載（https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/001302615.pdf）
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法改正前後の免許制度比較

法改正前（大麻取扱者） 法改正後（大麻草栽培者）

名 称 大麻栽培者 名 称 第一種大麻草採取栽培者

定 義
繊維・種子を採取する目的で、大麻草を栽
培する者

定 義
大麻草から製造される製品の原材料を採取
する目的で、大麻草を栽培する者

免許権者 都道府県知事 免許権者 都道府県知事

有効期間 最長１年 有効期間 最長3年

THC濃度 規定なし THC濃度 上限値以下の大麻草を栽培

名 称 第二種大麻草採取栽培者

定 義
医薬品の原料を採取する目的で、大麻草を
栽培する者

免許権者 厚生労働大臣

有効期間 最長1年

THC濃度
医薬品原料のため上限値を超える大麻草の
栽培も可能

名 称 大麻研究者 名 称 大麻草研究栽培者

定 義
大麻を研究する目的で大麻草を栽培し、又
は大麻を使用する者

定 義
大麻草を研究する目的で、大麻草を栽培す
る者（※）

免許権者 都道府県知事 免許権者 厚生労働大臣

有効期間 最長１年 有効期間 最長1年

THC濃度 規定なし THC濃度 規定なし

※法改正後、研究目的で大麻を使用する場合（大麻成分の抽出、大麻
の成分研究等）は麻薬研究者の免許が必要
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第一種大麻草採取栽培者免許申請の審査について
◆ 新設された第一種大麻草採取栽培者免許の審査業務等の運用について、公平を期するとともに免許業務の円滑な運営を

図るため、審査基準を定める上での参考事項などをまとめた通知（※）が発出された。
※「第一種大麻草採取栽培者免許申請の審査について」（令和7年1月10日付け医薬発0110第2号厚生労働省医薬局長通知）
当該通知は、地方自治法第245条の4第1項の規定に基づく技術的助言

１．栽培目的等の妥当性

大麻草の栽培について、栽培目的や事業計画が
適切なものであること

• 産業利用の観点から栽培を認める（趣味・嗜好に基づくものは認めない）
• 栽培から製品の供給までの一連の過程が明確かつ実現可能となっていること

2．栽培管理

栽培地の場所及び面積が、栽培目的等に照らし
て適切なものであること

• 事業計画等に照らして過不足ないこと
• 原則として栽培の面積が１アール(100 ㎡)以上であること

栽培を行う土地や保管施設等と事務作業スペー
スが分離していること

適正に保管できる施設を備えていること

管理体制が適切なものであること
• 日常的に栽培管理状況を確認できる体制であること
• 栽培、保管管理等、関連する過程に係る責任分担を明確にすること

大麻草の種子等の入手先が明確であり、かつ、濃
度基準値を超えない大麻草の種子等を用いて栽
培することが明らかであること

• Δ９－THC濃度を書類等で確認
• 濃度判断が困難な場合は、促成栽培で濃度確認後に播種する条件を附す

必要に応じ、交雑を防止するための措置をとって
いること

• 近隣の別品種栽培者や野生種に応じて交雑防止措置を確認
（交雑防止措置として、距離を設ける場合は、5km必要）

３．盗難防止対策

栽培を行う土地、施設等には、盗難防止対策を講
ずること

• 一般農作物の盗難防止対策を超えるような著しく合理性を欠く義務を課さない
• 栽培地のおかれている状況等を勘案し、個別具体的に判断するべき
【対策例】
ネット・簡易な柵の設置、立入禁止等の看板の設置、防犯カメラ・ブザー・センサー
ライト等の設置、定期的な巡回
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三重県大麻取扱者指導要領に基づく審査基準について

項 目 基 準

大
麻
栽
培
者
の
要
件

欠格事由
• 申請者（法人又は団体にあっては、その業務を行う役員）は、法第５条第２項各号のいずれにも該当し
ない者であること。

技術的能力等
• 申請者（法人又は団体にあっては、その業務を行う役員）及び大麻栽培に従事する者のうちいずれか
の者が、規制部位の処理にかかる技術的能力を有し、かつ、栽培地の近隣に居住し、栽培上の管理を
行うことができること。

栽培目的
• 栽培目的は、伝統的な祭事であり、社会的、文化的な重要性が認められるものを継承するものである
ものの他、産業利用等、社会的な有用性が認められるものであること。なお、栽培目的が個人の趣味
又は趣向等の個人的な事由に係るものでないこと。

大
麻
栽
培
者
の
と
る
べ
き
措
置

栽培地の設置場所
• 大麻草の栽培地は、道路から容易に見通せない等人目に付かない場所で、敷地境界線から十分離れ
た場所に設置すること。（※）

大麻草栽培のために
使用する種子の種類

• 大麻草栽培者が大麻草を栽培するために使用する種子は、テトラヒドロカンナビノール（ＴＨＣ）含有量
が少ない品種とすること。

盗難等の防止対策

• 大麻草の栽培地の周囲には、大麻が容易に盗取される恐れがなく、かつ、人がみだりに立ち入ること
ができない構造である高さ２ｍ以上の堅固な柵を設置する等の措置を講じること。（※）

• 監視カメラ等を設置し、栽培地の監視を行うとともに、何らかの異常があった場合には、大麻栽培者
等が直ちに対応できる体制を整えること。また、栽培地を定期的に巡回監視すること。（※）

• 大麻草の種子（ただし、発芽不能処理をした種子を除く。）の保管に当たっては適切な盗難防止の措置
を講じること。

• 知事が必要と認める場合を除き、申請時に届け出た者以外の者を栽培地に立入らせないこと。（研修、
見学を含む。）（※）

• 知事が必要と認める場合を除き、大麻栽培地に係る情報（栽培地、種子の保管場所及び盗難防止対策
等）を第三者に開示しないこと。（※）

※本県の栽培地で栽培された大麻草から採取し、本県の収去検査においてTHC含有量が低い品種であることが確認できた種子により、大麻栽培を行う場合は適用
しない。ただし、この場合であっても、大麻の盗難等を防止するため、適切な措置を講じる必要あり。

◆ 三重県大麻取扱者指導要領においては、免許申請の審査に当たり、必要に応じ栽培地等の調査を行い、申請内容が以
下の基準に適合しているか否かを審査
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三重県第一種大麻草採取栽培者指導要領について
◆ 国から示された審査基準及び法改正の内容を踏まえ、三重県大麻取扱者指導要領を改正し、第一種大麻草採取栽培

者免許の審査基準を以下のとおり規定（併せて、「三重県第一種大麻草採取栽培者指導要領」に名称変更）

審査基準

1.欠格事由 （旧） 法第５条第２項各号のいずれにも該当しない者であること。

2.栽培技術等 （旧）
申請者及び大麻栽培に従事する者のうちいずれかの者が、栽培目的に応じた規制部位の処理にかかる技術的能力を
有していること。

3.栽培目的等の妥当性
（旧・通知）

栽培目的は、大麻草から製造される製品の原材料を採取するものであること。なお、大麻草の栽培目的に関しては、産
業利用の観点から栽培を認めるものであり、個人の趣味又は趣向等の個人的な事由に係るものでないこと。

事業計画は、栽培に使用する種子等の入手及び大麻草の栽培から製造した製品の供給並びに大麻の廃棄までの一連
の過程が明確かつ実現可能となっていること。
なお、事業計画に、法第12条の４の規定に係る許可を要する大麻草の加工を含む場合は、管轄の地方厚生（支）局麻薬
取締部に事前相談していること。

4.栽培管理
（旧・通知）

栽培地の場所及び面積が、栽培目的等に照らして適切なものであること。
なお、栽培地の面積は、産業利用の観点から原則１アール（100㎡）以上であること。

栽培を行う場所や保管施設等と事務作業スペースが分離されていること。
大麻を業務上取り扱う事務所については、大麻等を適正に保管できる施設を備えていること。

栽培に関わる者の役割分担が明確であり、日常的に栽培管理状況が確認できる体制である等、盗難防止策を含めた管
理体制が適切なものであること。

大麻草の種子等の入手先が明確であり、かつ、Δ９－ＴＨＣの含有量が基準を超えない大麻草の種子等を用いること。
なお、Δ９－ＴＨＣの含有量が明確でない種子を使用する場合は、検査機関に人工光下で促成栽培させたものを検査さ
せ、濃度基準値以下であることを確認した後に播種すること。

近隣に別の品種を栽培する栽培者が存在する（し得る）場合及び野生種が発生している場合には、原則として５キロ
メートル以上の距離を設ける等、交雑を防止するための措置をとっていること。

５.盗難防止対策
（旧・通知）

大麻草が麻薬であることに鑑み、栽培を行う土地及び施設等のおかれている状況等を勘案し、適切な盗難防止対策を
講ずること。
＜盗難防止対策の例＞
ネット、簡易な柵の設置，「立入禁止」等の看板の設置，防犯カメラ、センサーライト、防犯ブザー等の設置，定期的な巡回

（旧）： 旧要領（三重県大麻取扱者指導要領）に同様の規定あり
（旧・通知）： 国通知（ 「第一種大麻草採取栽培者免許申請の審査について」 ）の内容を踏まえ、旧指導要領の基準を改正
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【参考】新旧対照
三重県大麻取扱者指導要領（旧要領） 主な変更点

第１ 目的

第２ 定義

第３ 大麻栽培者の免許申請
 １ 大麻栽培者の要件
2 申請に必要な書類

１を、第３審査基準へ
２を、第４免許申請へ

第４ 大麻研究者の免許申請 削除

第５ 大麻栽培者のとるべき措置等
 １ 栽培地の設置場所
 ２ 大麻栽培のために使用する種子の種類
 ３ 盗難等の防止対策
 ４ 栽培に関する記録等
 ５ 大麻の処分
 ６ 大麻の栽培地外への持出しの制限
 ７ 大麻草の種子の譲渡
 ８ 栽培計画の変更等の報告
 ９ 年間報告
 １０ 事故発生時の措置
 １１ 法人の役員等の変更の届出
 １２ 大麻栽培者のとるべき措置の適用除外

１～３を、第３審査基
準へ

4～11を、第５第一
種大麻草採取栽培者
のとるべき措置等へ
（法律の規定に合わ
せて、追加及び整理）

１２を削除

第６ 大麻研究者のとるべき措置 削除

第７ その他の届出等

第８ 書類の提出等

第９ 大麻栽培者免許の条件 通知を踏まえ整理

第１０ 大麻栽培者の免許取消処分の対象となる行為 条文のみに整理

第１１ 申請等の審査 第３審査基準へ

第１２ 外部有識者等への意見聴取

第１３ 三重県薬事審議会への諮問 外部有識者等と統合

三重県第一種大麻草採取栽培者指導要領（新要領）

第１ 目的

第２ 定義

第３ 審査基準
 １ 欠格事由
2 栽培技術等
 ３ 栽培目的等の妥当性
 ４ 栽培管理
 ５ 盗難防止対策

第４ 免許申請
 １ 申請書類
 ２ 申請書類の省略

第５ 第一種大麻草採取栽培者のとるべき措置等
 １ 栽培者名簿の登録事項の変更の報告
 ２ 年間報告
 ３ 大麻の譲渡し・譲受け
 ４ 免許失効に伴う譲渡し
 ５ 大麻等の保管
 ６ 大麻草の加工
 ７ 大麻草の種子の取扱い
 ８ 栽培等に関する記録
 ９ 大麻の栽培地外への持出しの制限
 １０ 大麻の廃棄
 １１ 事故発生時の措置
 １２ その他

第６ その他の届出等

第７ 書類の提出等

第８ 第一種大麻草採取栽培者免許の条件

第９ 第一種大麻草採取栽培者の免許取り消し処分等の対象
となる行為

第１０ 外部有識者等への意見聴取
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